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ⓒシンエイ／西東京市
いこいーな

No.305
平成25年（2013）

5 1

❖講演会「～知ろう・学ぼう・
考えよう～認知症にならない
・なったかも・なっても」

認知症は身近
な病気です。
知ることから
始めましょう！

気軽に来て
見て

くださいね！

No.392
平成28年（2016）

10 1

エフエム放送「西東京市からのお知らせ（84.2MHz）」放送中！ この面の内容は、10月３日㈰・12日㈬の①午後０時45分　②午後８時から放送予定です。

主な内容
マイナンバーカードでコンビニ交付開始 � �2
保育園など入園児募集スケジュール � �2
10月 は 乳 が ん 月 間 � �5
西 東 京 市 民 文 化 祭 � �8
こ そ だ て フ ェ ス タ � �10

♥
地
域
の
状
況
に
合
っ
た
形

　
「
高
齢
化
の
進
展
」は
全
国
共
通
で
す
が
、

そ
の
状
況
や
課
題
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
地
域
の
数
だ
け「
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」を
構
築
す
る
時
代
を
迎
え

て
い
ま
す
。

♥
市
民
自
身
が
持
つ
自
助
、
互
助
の
持
つ
潜
在
力

　
地
域
で
の
生
活
を
続
け
る
基
本
は
、
自
ら
の

生
活
を
自
ら
で
支
え
る「
自
助
」で
す
。
単
に
家

事
な
ど
を
す
る
だ
け
で
な
く
、
介
護
が
必
要
な

状
態
に
な
ら
な
い
努
力
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
高
齢
者
自
身
に
よ
る
積
極
的

な
社
会
参
加
や
支
え
合
い
の
活
動（
互
助
）が
、

大
き
な
役
割
を
担
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

♥
終
末
期
の
考
え
方
・
ケ
ア
の
変
化

　
1
9
6
0
年
代
頃
ま
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の

人
が
自
宅
で
最
期
の
時
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
今
は
医
療
機
関
で
の
死
亡
が
約
８
割

と
い
う
時
代
で
す
。
さ
ら
に
高
齢
化
が
進
展

す
る
と
、
今
度
は
病
院
で
は
な
く
、
地
域
の

中
で
最
期
を
迎
え
る
と
い
う
在
り
方
も
一
般

的
な
も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
。

♥
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
進
化
す
る

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
一
度
作
っ
て
完
成
す

る
も
の
で
は
な
く
、
社
会
構
造
の
変
化
や
政

策
の
動
向
を
踏
ま
え
て
柔
軟
に
進
化
し
て
い

き
ま
す
。

―�

こ
れ
ま
で
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
の

　
決
定
的
な
違
い
は
？

　
日
本
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、高
齢
者・児
童・

障
害
者
な
ど
、
対
象
ご
と
に
充
実
・
発
展
し

て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
近
年
は
、

世
帯
単
位
で
複
数
の
課
題
を
抱
え
る
状
況
が

見
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
地
域
全
体
で
一
体
的
に
支
援

を
行
う
こ
と
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

―�

高
齢
者
に
絞
っ
た
シ
ス
テ
ム
で
は
な
い

　
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
そ
の
と
お
り
で
す
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、

全
て
の
世
代
に
わ
た
っ
て
数
多
く
存
在
す
る
課
題
に

対
す
る
解
決
策
と
な
り
得
ま
す
。

―�

シ
ス
テ
ム
構
築
を
推
進
す
る
に
は
？

　
ま
ず
不
可
欠
な
点
は
、
地
域
の
課
題
が
何
か
、
ど

の
よ
う
な
地
域
社
会
を
作
る
の
か
と
い
う
、
関
係
者

間
で
の
目
標
や
考
え
方
の
共
有
で
す
。

　
地
域
に
は
多
様
な
立
場
と
考
え
方
を
持
つ
事
業
者・

専
門
家
・
住
民
が
い
ま
す
。
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
地
域
の
潜
在
力
を
高
め
る
た
め
、
可
能

な
限
り
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
力
を
合
わ
せ
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

―�

10
月
15
日
に
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

　
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
伝
え
き
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
父
」と
も
言
わ
れ
て
い
る
田
中

滋
さ
ん
を
お
招
き
し
解
説
い
た
だ
き
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
の
審
議
会
の
委
員
な
ど
も
歴
任
さ
れ

て
お
り
、
な
か
な
か
お
話
を
聞
く
機
会
が
無
い
方
で

す
の
で
、
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
お
見
逃
し
な
く
！

　
高
齢
化
の
進
展
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
現
在
の
日
本
。
も
は

や
そ
れ
は「
高
齢
者
の
問
題
」で
は
な
く
、「
地
域

全
体
の
課
題
」と
し
て
包
括
的
に
捉
え
直
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。
我
々
は
ど
の
よ
う
な
社
会
を
描

き
構
築
す
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。

―�

少
子
高
齢
化
が
進
む
現
在
の
日
本
が

　
抱
え
る
問
題
と
は
？

　
現
在
の
少
子
高
齢
化
傾
向
が
続
く
限
り
、
医

療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
側
の
分
母
が
大

き
く
な
る
こ
と
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

　
人
口
は
減
少
し
、
介
護
の
需
要
は
増
加
す
る

と
い
う
困
難
な
課
題
に
対
処
し
な
け
れ
ば
、
介

護
者
の
負
担
は
増
加
し
、
介
護
離
職
を
引
き
起

こ
す
だ
け
で
な
く
、
企
業
経
営
や
地
域
経
済
へ

の
悪
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
な
ど
、
社
会
全
体
が

リ
ス
ク
を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

―�

解
決
策
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
そ
の
た
め
に
考
え
ら
れ
た
の
が「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
」で
す
。
地
域
の
住
民
が
、
い
つ
ま

で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
を
続
け
ら
れ
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
多
様
な
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
日
常

の
場
で
適
切
に
提
供
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

―�

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
仕
組
み

　
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　
基
礎
的
な
考
え
方
や
政
策
の
方
向
性
に
つ
い

て
広
く
社
会
に
提
案
し
て
き
た「
地
域
包
括
ケ
ア

研
究
会
」の
提
言
で
は
、
大
き
く
次
の
５
点
を
挙

げ
て
い
ま
す
。

♥
利
用
者
か
ら
見
た「
一
体
的
」な
ケ
ア

　

在
宅
で
生
活
す
る
本
人
や
家
族
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
面
で
不
安
を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
れ

ら
を
払ふ
っ

拭し
ょ
く

す
る
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
や
支
援
が

複
数
の
事
業
者
や
専
門
職
か
ら
提
供
さ
れ
て

い
て
も
、
一
つ
の
チ
ー
ム
か
ら
提
供
さ
れ
て

い
る
と
い
う「
利
用
者
か
ら
見
た
一
体
感
」が

重
要
に
な
り
ま
す
。

　医療機関や介護サービスおよび地域の支援機関をつなぐコーディネーター
としての役割を担うのが認知症地域支援推進員です。
主な役割
・認知症の方やその家族の相談支援
・市民の皆さんに身近な病気として認知症の理解を広める活動
・認知症の方や家族が、医療・介護などのサービスを適切に受け
　られるようにするための関係機関への連絡調整支援
　認知症についての相談はお近くの地域包括支援センターまで
お気軽にご相談ください。

今、本当のまちづくりの幕があがった
あなたが最期まで暮らしたいまちとは
～誰もが主役の西東京市版地域包括ケアシステム～
a10月15日㈯午後１時～４時30分
b西東京市民会館　
e200人（申込順）
i10月11日㈫までに、電話・ファクス・Ｅメールで、
住所・氏名・電話番号を下記へ
◆高齢者支援課o
（p042－438－4102・l042－438－2827・
m f-kourei@city.nishitokyo.lg.jp）

在宅療養連携支援センター「にしのわ」
開設記念シンポジウム

認知症を知る１カ月キャンペーン
　市では10月を「認知症を知るキャンペーン期間」として
位置付け、認知症についての普及啓発活動を展開します。
　ぜひご参加ください。

a10月６日㈭午後２時30分
～４時30分（２時開場）
b保谷こもれびホール
※当日、直接会場へ
e200人（先着順）

a・b ●10月１日㈯
～14日㈮・保谷庁
舎１階ロビー
●10月22日㈯～31
日㈪・田無庁舎２階
展示コーナー

❖認知症パネル展示

a・b10月21日㈮午前10時～正午
集合・解散：スポーツ
センター
d60歳以上の方
e50人（申込多数の場合は抽選）
i10月11日㈫（消印有効）
までに、往復はがきで
住所・氏

ふり
名
がな
・年齢・

電話番号・希望コース
（５㎞または７㎞）を
〒202－8555市役所高齢者支援課「脳
いきいきウオーキング」係へ

a10月22日㈯午後２時～３時30分
b西原総合教育施設
c ●認知症について
●認知症の方を地域で
支えるためには
d・e市内在住・在勤で、
当講座を受講したことの
ない方・30人
i10月17日㈪までに
電話で下記へ
◆高齢者支援課o
(p042－438－4029)

❖認知症サポーター養成講座❖脳いきいきウオーキング

日頃の簡単な
運動が予防に

つながりますよ！

センター名 担当地域 電話番号
栄町地域包括支援センター ひばりが丘北・北町・栄町・下保谷 042－438－7090
富士町地域包括支援センター 東町・中町・富士町 042－451－1203
泉町地域包括支援センター 北原町・泉町・住吉町 042－424－1200
田無町地域包括支援センター 田無町・保谷町 042－467－8850
緑町地域包括支援センター 緑町・谷戸町・ひばりが丘 042－461－7081
西原町地域包括支援センター 西原町・芝久保町 042－451－8844
向台町地域包括支援センター 南町・向台町 042－468－2340
新町地域包括支援センター 新町・柳沢・東伏見 042－462－1695

い
つ
ま
で
も
こ
こ
で

安
心
し
て
暮
ら
し
た
い

10月は

認知症地域支援推進員を配置しました

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は
…

市民一人
一人が

応援者に！

f田中滋さん（慶應義塾大学名誉教授、
地域包括ケア研究会座長）

ロバ隊長
認知症サポーター
マスコットキャラクター

西
東
京
市
版


